長岡市立学校の２学期制に関する今後の方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年12月2日

長岡市教育委員会
　
平成１６年１１月２６日に長岡市立学校２学期制検討委員会（以下「検討委員会」という。）から報告があった2学期制に関する意見（中間報告）を踏まえ、長岡市立学校の2学期制に関する今後の方針について、次のとおり決定する。
１　２学期制の評価及び導入

　　検討委員会が指摘しているとおり、２学期制は、子どもたちと向き合う時間を確保し、特色ある学校づくりを行う上で有効な方法（手段）であるとともに、学習の評価と指導を行う上で、絶対評価の導入の趣旨をより一層生かすことを可能にするものであると考えられる。
　　また、２学期制は、教職員が自校の教育活動の見直しを図っていこうという前向きな意識改革にもつながるものであり、学校改革を推進する契機となり得るものである。
　　このように、２学期制は、学校をより良く変えていく可能性を持ち、子どもたちの学力の向上と豊かな心の育成につながるものであると評価することができる。さらに、学校裁量の拡大を図ることにより２学期制の効果を一層高めるため、長期休業を弾力的に運用することができるようにすることが有効であると考えられる。
以上のことから、当委員会は、市立学校への２学期制の導入及び長期休業の弾力的な運用を視野に入れて準備を進めることとする。

２　今後の方針
　　２学期制に関し、今後、次の方針に基づき事務を進めることとする。
（１）２学期制の導入の準備
　　　平成１８年度以降に長岡市立学校に２学期制を導入することができるよう、準備を進めることとする。

（２）教職員、保護者等への周知・啓発等
　　　２学期制に関し、学校の教職員、保護者、地域住民等に十分周知・啓発を図り、理解が深まるよう必要な措置を講ずることとする。特に、合併対象町村に十分配慮するとともに、各学校においては、自校の教育活動を見直す観点から、２学期制について研究を深めることとする。
（３）検討委員会の継続設置
　　　現在２学期制の取組を行っている３校（宮内小学校、南中学校及び東北中学校）の１年間の結果がまとまる来年度の初めに、改めて検討委員会を設置し、２学期制に関する最終意見の取りまとめについて諮ることとする。
　　　なお、この検討委員会の構成員には、引き続き今期の委員を充てるとともに、合併対象町村からの委員も加えることとする。
（４）２学期制の導入時期等
　　　２学期制の導入時期、導入方法等については、上記（３）の検討委員会の最終意見を踏まえたうえ、来年７月を目途に決定することとする。

（５）その他
　　　現在２学期制の取組を行っている３校については、来年度も引き続き２学期制を実施することができることとする。
　　

